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 要  旨 
一般的に透明導電膜には ITOが用いられているが、レアメタルの枯渇が大きな問題となってお
り、その代替材料が求められている。そこで豊富で安価な材料である ZnO を用いた高輝度白色


















O1s のピークが観測された。定量分析を行った結果、400℃アニールにおいてのみ Zn が 50％以
上占めている層があり、700℃アニールでは O が多くを占めていた。700℃アニール処理を行っ
たサンプルは導電性を得られなかったが、電気伝導のメカニズムと言われている酸素欠陥を埋め
て導電性を失ったのではないかと考える。 
電着法による ZnO透明導電膜の実用化には、電着膜の欠陥のメカニズムと導電性について調べ
ていくことが今後の指針である。 
 
